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日本プロテスタント宣教ｔ血１］ｊｊＪふ迎えるにあたって日本における福音主義の
歴史を概観し、今研修会のテーマである「福音主義に立つ日本同盟基督教団」
について考えます。
① 概 観 の 方 法
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国の分離派とピューリタンたち、１８世紀以来の敬虔主義的・信仰復興運動的な
キリスト教に対する名称」
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講演１１「福音主義と現代」

・

・ 遠藤勝信１

遠藤勝僣（小平蜜書キリスト教会）

｜。はじめに

・「福音主義」という在り方の見直し

１）アリ・マグラス蕎「キリストの音主、１・ＣＬ９９１年」：ｊＥ；-。ｇ・／ｉｉ；ｄ-ｓｄ加

βｚｚｚｇｑ／` Ｃｌｚｚ・ｉｓｙｌｓ砂が原題。
２）２０世紀後半に観られる同様の試み：Ｃ・ヘンリー、Ｊ・Ｉ・パッカー、Ｍ・エリクソン、Ｂ・
ラム、Ｄ・プロッシュ、Ｈ・オッケンガー、Ｊ・メイチェン、Ｆ・シェーファー等。日本で
は、宇田進『福音主義キリスト教とは何か』（１９８５年）がある。
３）宗教改革：ｅｖａｎｇｅｌｉｓｈは、Ｋａｔｈｏｌｉｓｈ（カトリック的）に対する用語。「聖書信仰に立ち返る
運動」であり、「聖書のみ」「信仰義認」「聖徒の交わり」を三大原理（Ｐ・１；。ｈａａｆｔ）とする。
４）新正統主義：リベラル神学に対する新正統主義運動。当時のリベラル神学が、神学を「人
間」に向かおうとしていたのに対し、バルトは「神のことぱ」に向かわせようとした。

１１．福音主義とは

・１８４６年に、ロンドンで開かれた「福音主義同盟」が示した信仰規準
１）聖書諭：聖書の権威と充分性
２）聖書解釈における個人的判断の権利および義務
３）神諭：三位一体諭
４）人間諭：全的堕落
５）キリスト諭：神性、受肉、賄い、仲保者
６）救済諭：信仰義認
７）聖霊論：回心と聖化
８）終末論：霊魂の不滅、復活、審判
９）教会論：職制、聖礼典

・Ｄ・ペピントン（：１．９８９）による、福音主義の顕著な四つの特徴
１）「回心主義」
２）「行動主義」
３）「聖書主義」？・！ｔぶ婬差、か７１-象ｌｌ；１．ｃり１ｆフ
４）「十字架の中心性」

・マクグラスによる、福音主義の６つの確信
１）聖書の権威と充分性
２）十字架の蹟いの中心性
３）聖霊の主権性
４）個人的回心の必要性
５）伝ｉ註活動の優先性
６）キリスト者共同体の重要性

つ
″
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※福音主義という在り方は、かつて宗教改革者らがスローガンとして掲げた、「聖書のみ「ｌｓり」ｚ７
＆ゆｚｚｎ）」の精神に立ち、そこに基づいて生きるという在り方の問題。そこでは、個々人に、
生きた信仰求められ、教会生活、礼拝生活、そして、伝道生活において、より積極的な在り方
が求められる生き方を指している。

｜｜｜。福音主義の系贈

教会の歴史のなかで、そのようなイズムが顕著に表われたのが、
義）であり、１８世紀のピューリタニズム（清教徒運動）であり、
復興運動）であった。

１７世紀のピエティズム（敬虔主
１９世紀のリバイバリズム（信仰

１。敬虔主義、信仰復興運動

・フィリップ・ヤコプ・シュペーナーによる教会の霊的刷新と、実践的信仰の確立（『ピア・デシ

デリア（敬虔な願い）』１６７５年）
・家庭集会の開催、聖書のみことぱの分ち合い、禁欲的でかなり厳格な信仰生活
・その後、欧米各地で、信仰復興運動が展開：
１８世紀：ウエスレー、ホイットフィールド、ジョナサン・エドワーズ
１９世紀：Ｄ・Ｌ・ムーディら（フレデリック・フランソンが師して仰いだ）
・１９世紀にスウェーデンで興ったリバイバル：家庭集会、？？ｙ４万裁縫会の組織

２。啓蒙主義、モダニズムと教会の対応

１７世紀後半から１９世紀という時代は、啓蒙思想が時代の潮流となりつつあった時代であった。

・啓蒙思潮の７つの特徴（宇田進）
１）人間理性に対する全幅の信頼。合理主義。キリスト教の超理性的要素の排除。
２）近代科学こそ、物事に対する確実な解答を与え得るという期待
３）人間中心主義的な世界観に立った歴史主義、歴史研究
４）聖書を、無条件に理性的批判の検証に委ねた。
５）寛容の態度こそ宗教上の最高の徳であるとして、相対主義を提唱
６）進歩への信頼
７）信仰と確実な認識の分離。信仰と理性を峻別する。神認識に関する不可知論的傾向。

・この思潮は、次第に宗教と科学を分離させ、理神論、または無神論の傾向を深めさせることに
なる。
・この時代精神を抵抗し難いものと見て取った神学者らは、神学を、それに適応させ、適合させ
る道を選んだ。それが自由主義神学（当時は、新神学とも呼ぱれた）神学の在り方。自律的理
性に立脚し、現代に適応し得るキリスト教の、再構築の試みであった。

- ＝
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・ヘルマン・ヘッセのｒ車輸の下』（１９０６年）
「ハンス」と親方は低い声で言った。「お前に言っとかなくちやいけないことがある。…牧師さ
んは不信心な人だということを知っておかなくちやいけないよ。お前に向かって聖書は間違っ
てるとか嘘だとか言うだろう。牧師さんと一緒に新約聖書を読んだりしたら、おまえ自身の信
仰がなくなってしまうし、どうなるかわからない。…信心深い良心的な人たちと聖書を勉強す
るのと、神さまを信じていない人と読むのとはまったく別のこと」なんだ『？車輸の下で』７１
・～７２頁）。
・「自由主義」という在り方は、本来、社会学・政治学の用語だが、それが神学に適用されたとき
に、「歴史的及び組織的教理体系から自由に個人の理知的判断に従って再解釈する」という意
となる。歴史的、及び；組織的、教理体系から自由である。当然、教会から自由であり、あらゆ
る１１１１１成概念から自由を得て、自律的理性の監督のもとに聖書が置かれることになる。聖書の無
謬性は退けられ、神の超越性は否定され、内在的に捉えられることに。そこから提案される神
学は、人間主義的であり、倫理的なものになる傾向が見られました。

沁`＆・ぐんの１７ぶヤ、ｊｌぶ・、り。こ）

３．保守派の応答：根本主義運動

自由主義神学に対して危機感を募らせた保守派が、米国を中心に、根本主義（ファンダメンタリ
ぶな迄の運動を展開。

・１８７８年にナイアガラで開かれた聖書会議の「５つの基本信条」

１）聖書の霊感と権威（ｌｎｅｎｎｃｙｏｆｔｈｅＢｉｂｌｅ）
２）キリストの処女降誕（Ｔｈｅｖｉｒｇｉｎ面面ｈａｎｄｄｅｉｔｙｏｆＪｅｓｕｓＣｈｒｉｓｔ）
３）代償的贈罪の教理（Ｔｈｅｄｏｃｔｒｉｎｅｏｆａｔｏｎｅｍｅｎｔ）
４）キリストの体の復活（Ｔｈｅｂｏｄｉｌｙｒｅｓ１１１ＴｅｃｔｉｏｎｏｆＪｅｓｕｓＣｈｒｉｓｔ）
５）イエスキリストの再臨（ＴｈｅｂｏｄｉｌｙｓｅｃｏｎｄｅｏｍｉｎｇｏｆＪｅｓｕｓＣｈｒｉｓｔ）

・伝道文書シリーズ「ザ・ファンダメンタルズ」の刊行（１９１０～１５年）
・当時の根本主義運動は、現代社会からの影響に対して慎重であった。特に、初期の根本主義の

立場に立つ者たちの多くは、千年期前再臨説を取る者が多かったために、自由主義神学の持っ
ていた終末論（神の国を、社会的活動を通してこの世に実現するという在り方）と対立。
・保守的な神学者の中には、その中道を取ろうとした者もおり、根本主義の立場に立つ者のなか
に温度差が生じ、やがて、お互いに分裂へ。

４。リベラル派からの新たな流れ：新正統主義運動とポストリペラル

・新正統主義運動：自由主義に対する、根本主義者からの応答に、少し遅れる形で、自由主義陣
営の中からも「福音主義」の運動が興こる。カール・バルトによる新正統主義運動の展開であ
る。バルトは、自由主義神学が、神学を人間の側にたぐり寄せ、神と神の啓示を内在的に捉え
たことに対抗し、専ら神の超越性と恩寵を強調し、啓示を神の独占行為と位置づけた。以後、
この新正統主義運動が、自由主義運勁に代わって、プロテスタント教会の主流となって行く。
・福音派の応答：後に、旧プリンストン学派の学者たち、Ｊ・Ｇ・メイチェンやコーネリウス・ヴ
ァンティルらによって、特に、聖書観に対する新正統主義批判が展開されてゆく。
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・バルトにとって、無謬なる神のことぱは、キリストによる出来事であり、聖皿その無謬の

神のことばなるキリストを、可膠なる人間が証言したものに過ぎないと考える。その可謬性を
有する聖書を神のことぱ足らしめるものこそ信仰を通して働く聖霊のわざであると。それは、
これまで保守派が保持していた客観的、静的啓示論に対する、勁‾７あった。
・ポスト。・リベラリズムの展開：バルトの解釈学が動的啓示論にあるとするならば、ポスト・リ
ベラルの啓示論は「開かれた啓示論」と言える。リーダー・リスポンス「読者志向」と言われ
る よ う に 、 テ キス トカ る の で は な く 、 読 者 が テ キス ト を 支 配 す る と い う 、 こ れ ま
でとは逆の発想。読者は忌憚なく想像力を発揮し、新たな読みの可能性を追求して行く。読み
手のアート、読み方の芸術とも言われる。
・１９８０年代の正典論的アプローチ、物語神学：正典論的アプローチというのは、すでにある正典
を、「啓示の乗り物」と理解し、テキスト内の意味を見つめようとする読み方であるのに対し、
物語神学とは、聖書を「物語」という文学ジャンルの枠組みで捉え、聖書の「統一性」と「総
体性」、また物語の「力」を取り戻そうとする試み。
・これらの聖書に対するアプローチは、これまで、リベラリズムが行ってきた歴史批評的な聖書

の読み方を退ける。 キス 「 ま」に扱うという意味で、福音主義の立場に立つ者
の読みにかなり近づいているように見える√じかし、彼らが、「テキストをあるがままに読む」
という場合に、もはや、聖書のテキストと歴史の関係理解を、考えに入れていないということ
に留意しなければならない。つまり、聖書のテキストと、歴史の関連性はもはや問われること
。 な £ 、 た だ 、 テ キ ス ト と 読 者 の 関 係 性 だ け カ 心 。 か し 、 モ ン が 聖 書 を 教
会から切り離し、ポストモダンが聖書を歴史から切り離してきたのに対して、私達は、聖書を

塾全竪ｊｌｌにｄし拝甘柳生活に，」・っ赳；！．２；造Ｊ？Ｆつけ統けｙｊ！¶ｉ万力喫吐；り塀なら．ない，

５。根本主義作Ｌｌｎｄａｍｅｎｔａｌｉｓｍ）と新福音主義（Ｎｅｏ-ｅｖａｎｇｅＨｃａｌｉｓｍ）

・１９４０年代に入り、根本主義陣営のなかに、新たな動きが興る。このグループのなかに、分離主

義の傾向が強まり、排他で反主知主義的傾向が観られるようになる。「ファンダメンタリス
ト」という言い方が鄙に用いられるようになるのはこの時期から。

・そこで、従来の根本主義の在り方と、自由主義陣営の功罪を、出来るだけ正統ｌ；こ評価しながら、

新たな選択肢の一つとしての、「新福音主義」伽ｅｏ-ｅｖａｎｇｅｎｃａｎｓｍ）という在り方が模索される
ことになる。
・この根本主義と福音主義が、明確に狭を別つことになるのが、１９４２年に開かれた、全国福音主
義同盟であった。
・福音主義の立場に立つ神学者らは、これまで、自由主義陣営から批判されてきた、反主知主義

的であるという汚名を返上すべく、より高度な聖書学研究を展開して行くことになる。欧米各
地にヽ福音的でヽまた学術的な神学校が設立さ・ｌ’ｌ！１ｒ行った４μ；？ォベ）牲Ｃや柏

６ ． 匍 育 主 義 と 同 盟 教 団４ｙ・●・●・．

・同盟教団の創始者であるフレデリック・フランソンの信仰の原点は、欧州の敬虔主義と、欧米
で展開した信仰復興運勁のうちにあった。
・明確な回心（１）必要性と、徒の積極-．ｒみことぱに根差し、みことぱに基づき、
みことぱに生きるという意味での、。た聖書信と、そこ１から生み出されてくる４き少ｊ

｜
１●
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と関わっている。それこそ、かつて初代教会のクリスチャンたちが共有していた精神であり、
また、旧約の預言者らのうちに、顕著に観られる生き方でもあった。／＝之～～‾→ミミ｀ゝ
・私達の教団は、その創始以来、そういった「聖書信仰」と「霊性」を、１的遺ｉとして受け継

いできた教団であるということを、改めて思わされる。
～ べ - ｗ

・日本キリスト教会史において、初期のリーダーシップを担った者たちの多くは、自由宗義神学
の立場に立っていた。植村正久は、「聖書は一宇一句悉く（ことごとく）神の言なりと信ずる者
に非ず。」と述べている。小崎弘道は「…聖書に誤謬が有るとかないとかいうが如き窮屈な見解
を放擲し、之に向かっては自由研究をなさねばならぬ。又吾人は信仰の基礎を聖書に置くこと
をせず、聖霊即ち実験に捉えなければならぬ」と。海老名弾正も、「バイブルは参考書として読
む」べきという提案をしている。（中村敏『日本における福音派の歴史』）
・フレデリック・フランソンが最初に派遣した宣教師らによる宣教報告
「日本人は知的で有能な国民であり、科学、工業、商業を開発して、世界において全般的に進
歩を遂げつつあると考えられていた。しかし、宗教的には、日本はユニテリアンや自由思想家
の影響を受けているので、純粋な福音そのものの説教は非常に重要であることを認めた」（『燃
えて耀く光』１２２頁）

福音主義の源流
・敬虔主義
・信仰復興運動

根本主義

↓

新福音主義

↓

福音主義の行方

Ｗ モダニズム

↓

ポストモダン

・戦後、日本に遣わされてきた宣教師は、当時の米国の教会事情を反映して、穏健な福音主義の

立場に立つ者から、極端な根本主義の立場に立つ者まで、かなり幅があり、温度差もあったと
いう報告が残されている（『協会略史』４６４～４６５頁）。しかし、その後の６０年の同盟教団の歩
みのなかで、神学教育が充実し、日本の教会と教職者が成熟して行くにつれて、福音主義にぶ£
つ同盟教団としての整えを頂いてきた。とはいえ、依然として、幅や温度差はある。、しかし、
今の時代にあって、私達を取り巻く社会と、宗教事情の中で、自らをどう位置づけ、将来をど
のように展望して行くのかということが、ますます緊急課題となって行くのではないか。

ＩＶ．福音主義と現代（モダン・ポストモダン）

→

→

→

→

福音主義の系譜

宗教改革後
・スコラ化
・教条主義

リペラリズム

↓

新正統主義

↓

ポスト・リベラリズムー
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１。教会とモダニズム（ｍｏｄｅｒｎｉｓｍ）

１）モダニズム

・宗教改革以後のキリスト教会が直面したのは、モダニズムの思潮であった。それは、啓蒙主義
に基づいた世界観であり、人間理性を重んじ、その「自律した理性」の下に、あらゆる認識の
対象を置き、合理的に物事を捉えて行く在り方であり、生き方のこと。そこでは、科学主義、
功利主義、相対主義といった価値観が重んじられてきた。この時代精神に対して、適応・適合
の態度をとったのが、いわゆるリベラリズムという在り方であったと言われる。
・マクグラス『キリスト教の将来と福音主義』
「この新しい取り組み方は、主流のキリスト教を、世俗得主義者に信頼されるものにしたいと
望んだ。だがそのその努力は世俗主義を、主流のキリスト者が信頼できるものにしたという結
果に終った。」
「キリスト教の将来にとり、福音主義の最も意義のある貢献は、自由主義者の実験は失敗し、
キリスト教の将来は新約聖書に戻り、聖書的キリスト教の魅力を再発見することにあると、他
の人々に悟らせることにあろう。」
「今やキリスト教世界の全般に増大する世俗化の脅威に対抗しなければならない。」

２）事例１：英国の宗教敦育

２。教会とポストモダニズム（Ｐｏｓｔｍｏｄｅｍｉｓｍ）

１）ポストモダニズム と ４縁聡柳・４が診言
、ｌｌｌ・＝恪ｊｉ：．４ａ；、俗：：々・必剌ら

ぐ心 η
し

ＮＥｊ
’；４／列，１１軒-

６ 釦 ．

・かつてのモダニズムを拒否するか、もしくはそれを乗り越えて行こうとする在り方。かつてモ

ダニズムは、人間理性に立脚することで、当時のあらゆる支配（そこに、教会の監督や指導も
含まれる）から開放され、真に自律した個を確立することを使命とした。それに対し、ポスト
モダニズムは、そのモダニズムが、人間理性なるものを不動の岩とし、その上に構築した世界
観は、個の確立を促しながら、実は、個に対し、恣意的で、政治的でもあったと批評する。
・つまり、かつて、個をあらゆる支配から解放するために前提とされた理性主義を、今度は、そ

れを、個を支配し抑圧する対象と見倣して、そこから脱すること（「脱構築（ｄ６ｃｃ、１１ｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）」）
を志向する運動と言える。
・そこから提案される在り方として、理性よりも、感性（ｅｍｏｔｉｏｎ）や直感（ｉｎｔｕｉｔｉｏｎ）が重んじー----一″”’^ ～゙゙ ・` ＝` ゛゙ ’` ゛` ---、。。-バ゙ ゛̈‘″‘‘‾”` ４
ら れ る 傾 叫 擾 。 ！ λ ま す 。 -
。ぶ谷゙ ｉｊｉにズムに観られた、相２ｇｓｔま義一（ｒｉｌｌｌｔｉｖｉｓｍ）-と多元主義-（ｐｌｕｒａｌｉａ）』１１１１傾向がこ＝こ別無

まる。
・聖書学においては、これまでの、理性主義に基づいた聖書解釈というのは、恣意的であり、政

治的でもある。その理性主義の圧制から、テキストを解放しなければならないと考える。
・さらに、「正典」という考え方を、抑圧の構造と位置づけ、外典（かつて、異端として退けられ

たキリスト教の展開）を復権させようとする動きも観られる。
・テキストを歴史から解放し、テキストと読者としての個の関係性だけを璽んじ、テキストが読

者を支配するのではなく、読者がテキストをあくまで支配しなければならないと考える。

～
！
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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そこに、自由で開放的で「創造的な読み」というものが志向されることになる。
・ポストリベラリズムから提案されている、「文学批評」「物語神学」「正典諭的アプローチ」とい
う聖書解釈学の在り方は、まさに、この時代精神とも関わりがあるように思います。

）り哨ｌどＳ` ・
２）事例２：米国のある教会塙、４、Ｊ刄。

・Ｆ・シエーファー『理性からの逃走』

５く！ｅｌ：ｅ゙ ５`’ｅ゙ 以゙ｔい／ｃ
ノりμ吼、レきμ恥｀乱ぢに印
バｅｙ毎４ｉ、ぼｔ、中恋々

ぷ訪埓
● - ＝

ｊＦ：ｉこ：ヽ ｔ．’ぷちｊ・

「みなが一つとなるためです」（１７：１１、２１、２２、２３）

「あなたがわたしを世に遣わされように、わたしも、彼らを世に遣わしました。」（：１．７：１８）

「福音主義の将来に何らかの長期的な脅威があるとしたら、それは、霊性に包：！ニゑ注；Ｓ１２Ｅｉで
ある可能性が高い。徹底して福音主義的な源泉と見解を持つ、霊性の形態を生み出すか、もし
くは発見するかしないかぎり、今日の福音派は、明日には元福音派になるだろう。」

（マクグラス『キリスト教の将来と福音主義』）

「ユダヤ人にはユダヤ人のように、律法を持たない人々には、律法を持たない者のように」（Ｉ
コリ９：２０～２１）というパウロの証しは、「私たちは神に認められて福音を委ねられた者です
か ら 、 そ れ に ふ さ わ し く 、 を ゛ で は く 、 私 た ち の 心 を お 調 べ に な ら れ る 神- ＝ ～ - - ミ ー - - - へ ・-
を喜ばせようとして語る」（Ｉテサ２：４）という、証しととも治 ぎ れ 研 頑 こ ら 加 に



１６世紀

１７世紀

１８世紀

１８～１９世紀

１８４６年
１８５０年
１８５６～１８９９年
１８５９年
１８７０年

１８７８年

１８９０年
１８９１年

１９１０～１５年

１９２０年

１９２１年
１９２２年
１９２９年

１９３９～１９４５年

１９４０年
１９４１年
１９４２年

１９４５年

轟 年

１９５０年～
１９７８年

１９７４年

１９８０年代～

２００８年

欧米の教会

宗教改革

敬虔主義

’ ０ ８松原湖研修会皿

資料：福音主義と日本の宣教

参
今

日本の教会

贈ｙ４ｊ才０聯ｉ４絢砲

清教徒（Ｐｕｒ‘ｉｔａｎｉｓｍ）

信仰復興運動

福音主義同盟（ロンドン）
スウェーデンの信仰復興運助
Ｄ・Ｌ・ムーディの大衆伝道

フランソン、北米で大衆伝道開始
（Ｄ・Ｌ・ムーディと協力）

ナ イ ア ガ ラ 聖 書 会 議 ［
（リベラル神学への対応）

「ザ・ファンダメンタルズ」刊行

旧プリンストン学派の活躍

（堕⊇璽丿璽）

全国福音主義同盟
根本主義哺一一加・・

啓蒙主義

リベラル神学の台頭

根本主義

新正統主義（バルト）・

丿年りｔ，ｔｊｉ癩４峠ｌ

（新）福音主義

新梱音伝道主義の台頭（Ｂ・グラハム）
シカゴ宜言
「聖番の無誤性に関するシカゴ声明」

ローザンヌ誓約

遠藤勝信８

植村の根本主義批判
同盟基督協会、第一回年会

宗教団体法施行
米系宜教師引揚げ

終戦

同盟基督教団再建
第一回総会

喇
㎜

ＳＡＭ・ＴＥＡＭ宜教団設立

プロテスタント宣教師来日

ポストモダンの時代

ポストリベラル神学
（正典論的・物語神学）



２００８年松原湖研修会講演Ⅲ福音主義と将来
日本プロテスタント宣教１５０周年を迎えるにあたり

Ｅ

７

首 脳
りり、・、

４聯
特
認 第１の教団観の確立のために、教団の歴史を学び、日本同盟基督教団は、「鄙ｌ敷、

上 の 三 ・ 上 の 三 原 則 の ３ つ １ ？ 錬 謬 し た 。
- - - φ - Ｗ - - - ｇ ゛ ゛ 〃 - ４ - - ｙ ゜ ‘ ｀ ‘ ″ ｀ ゛ ｀ ｀ Ｚ ゛ ゜ - Ｗ 』 ４ ４

テ ー ヽ の た め に 、
゛ ～ ｀ ＾ ‾ ’ ～ ～ ｀ ＝ ～ ゛ ” ゛ ’ ｀ - - ’ ゛ “ ゛ ’ ″ ” ‾ ” ゛ ’ ゛ ” ゜ ｀ ‘ ” ̈ ゛ ゜ ゛ ゛ ｉ -

同 ｊ ！ ｌ 基 督 教 ！ 両 院 何 で あ る の か に つ い て 調 べ 、 教 団 観 と 理 念-・・Ｗ---～＿、-．．＿．ニ

同盟教団は機構改革の作業の最初の部分で、不可変なことを調べ、自己のアイデン

範である。」● ｗ ミ ‾ ミ ｗ Ｗ - ふ
２ ． 機 構 改革・こよ６確認作業ｙｊ・・乙．捨酒

ぐ

・戦時下に、「日本基督教団」第八部に合同したが、敗戦後、宣教師たちの再来日を

契機に教団を離脱し、日本同盟基督教団を結成ｌ．。、１９４８年１０月に再建年会を開い
た。（教団史編纂委員会紀要「日本同盟基督教団史研究」第２号所蔵山口陽一
「敗戦と教団再建」）
・教憲第２条の本教団の信仰告白第１項は聖書信仰を鮮明にしている。
「゛１．旧新約聖書６６巻は、すべて神の霊感によって記された誤りのない神のことぱで

あって、救い主イエス・キリストを顕わし、救いの道を備え、信仰と生活の唯一絶対の規

纂委員会編「日本同盟基督協会略史」（旧日本同盟基督教団

（中略）・‥聖書は旧新約六十六巻の経典にして協会中決してその権威を疑うものな
し」この規約は、リフベンゼラ・ミッ４、ぐ旦ンが合併した後（：１９３６）も踏襲されている。

山で最初の日本人年会（１９劉ｓ開かれた。その「年会規約」は鸞り９堕仰を明示し
ている。第４条「信仰箇条」一項で「聖書は皆神より黙示されたる神の言にして、…

日瑞同盟基督協会｛：１．５｝０４）は、後に日本同盟基督協会と改称（１９１６）し、高
司

に立っている。

仰 規 準 、 及 び 日 本 最 初 の 二 つ の 教 会 の 信 仰 規 準 の モ デル で あ る ．
（宇田進「現代福音主義神学」第１０章三嘸海面璽今」（ＩＥＥ；ｖａｌｌｇｅｎｃａｌ
Ａ １ １ １ ａ ｎ ｃ ｅ ） の “ 九 条 ” と 日 本 の 教 会 ） ＿ ＿ ．
・Ｆ・フランソンｙ１８９１年に設立した「北米スカンジナビア・臣Ξｊｊアンス｜・ミッション」

ｒ ベ ・ - 、 一 一 一 一 - - - 、 ～ - - ． 、 、 〃 - - 一 丁
Ｇｑｇｎｄ姐ａｖｉａｎＡＩｌｉａｎｃｅＭｉｓｓｉｏｎｏｆＮｏｒｔｈ鳶ｎｅｒｉｃａ）‾はこの信仰の流れを汲んで

「同盟教団に対する主の御心を求めて」・，μμべ５Ｍ．伊”１４，-ｉ｀４ヽＳ

〈 坪 ＞ 勅 殉 詠 ♂ 聚 謡 丿 ７ ゛ ・ ゛ ぺ ４ 美 津 ゛
・・中村佳子（旧姓藤井）伝道師のこと（奈良高畑教会史蔵，中村行雄著「母の歩んだ道」）
・「福音同盟会」の働きと聖書信仰（中村敏著「日本における福音派の歴史」）
・同盟教団の歴史と信仰規準である聖書信仰
・日本同盟基督教団は何であるのか

ずん・１、ｊｌ：．．．‥一一一犬
Ｉ．教団創立１１８年（戦後６０年）同盟教団は４４Ξ（？タ？レ）

１。福音主義に立つ同盟教団
・「福音同盟会」の教理規準がその後世界に誕生した福音的な諸教会や諸団体の信

諮



成にあって大きな意味を持つことになる。
第２の理念上の３本柱、「第一に聖書信仰、第二に宣教協力、第三に合議制」は、同

盟教団が福音主義に立つ教団として形成されてきたことを示している。
第３の教憲・教規上の３原則、「教憲・教規の研究によって、日本同盟基督教団を結び

付けてきた」もので、その内容３っある。「第一に、各教会の会規則は教規にりっ
ていること。二に師の職ｌの基本的な一致があること。第Ξに、／教団理事会が教会
の 事 項 に 与 して い る こ と で あ る 。
（２００３年度牧師・宣教師・役員合同研修会記録集）

・アリスター・マグラスの福音主義の６つの特長との比較。

①神についての知識の源泉、キリスト者の生き方の使信としての聖書の最高権威性。
②人となられた神であり、主であり、また罪深い人類の救い主でもあるお方としてのイ
エス・キリストの尊厳性。

③聖霊の主権性
④個人的回心の必要性。
⑤個人としてのキリスト者、ならびに全体としての教会にとっての、伝道活動の優先性。
⑥霊的養育、交わり、成長のための、キリスト者共同体の重要性。
（「キリスト教の将来と福音主義」第二章「福音Ｔ主義の特徴」）-ヽヽヽ）-
これら６つの光を、先に確認された同盟教団の特質に照射するとく１４１ｊｊｉｉｉみぐ宣教協

。：：ｊｊゆという同盟教団形成の理念が浮上する。このことから、同盟教団は１６世紀宗教改革以
後、世界に広まった福音主義の特徴を継承していると知る。
従って、歴史的にも、理念的にも、同盟教団全体としても、各教会としても福音主義に

立つ教団であり、教会であると確信することができます。

ｎ。同盟教団はどうあるべきか
アリスター・マグラスは前掲書の序論の中で次のように言っています。フランス革命や共産

主義革命がそうであったように、「未来を手中にしていると思われた運動が、…歴史の復讐
にあって、あえなくちりの中に横たわっている。福音主義も同じ道をたどるのだろうか。…そう
なるかもしれない。誰にも分からないことだ。だが、一つだけ言える。福音主義は決して、最
近の成功と成果とを、当然のこととするわけにはいかないというこ・る。この運動で重要
な役割を担っている人の中に、弱点と自己欺嚇の証拠が見られ。でも未来をしっかり

福
音 主 義 は 、 Ｅ Ｉ ！ Ｉ Ｓ ！ さ ぱ の こ ｃ さ れ て い る 含 登 ？ も の を 与 え ら れ た 運 動 と Ｊ ｉ 多 く の も之、-一丿ニ` ・～“’゙ Ｗ’htp://ww.` ４＝-‾４’⌒〃●ｒｒ７°之．・ふＶＷ７ミ‾

忿 塾 ｌ ｔ め ち れ て 巡 る の で あ る ． 自 分 た ち の 起 源 と 土 台 、 ！ ご に 目 を 向 け て 、 岬 匝 型 法 圭 ｊ ｙ ’ ５ １ ； な ー -

賜 物 を 、 キ リ ス ト 教 会 の 必 置 と 福 変 り 伝 播 に 結 び つ け る こ と が で き る か 、 絶 え ず 問 い 続 け て｀゙ ＝”` 一一、Ｗへ．．----・〃゙ ニ゙ ａ〃“’“゙ ４゙’゙ ４゙ ‘`４”゚ ゛` ‾` -゙ --’-` ～″‘・‘’‾、ｔ-４６ｆり．ｉ-〃乙ふ”` ’` -ｉ・ヽ 、-あり゙ が４八-仙ＷＳ島．ｒ．、“’ζ・こ４４‰ｆ-、～～、、’` -ヽ

．．！！．！ＺぽＣｊくてｌ；ｌｌ；ならな１、、ｙ１．

こ の 警 告 を こ 、 同 盟 教 団 、 及 び 諸 教 会 、 諸 兄 姉 、 私 た ち 一 人 ひ と り に 与 え ら れ て

い る 賜 物 を 、 教 会 の 育 成 と 福 音 宣 教 進 展 の た め に 有 効 に 用 い 喜 れ る よ う 探 求 し よ う 。

Ｉ ． 聖 書 信 仰 に 立 ち 、 そ れ を 深 め る ‾ ７ ‾ ｀ ‾ ‾ ‾ ‾

１ ． 指 導 者 の 養 成

戦 後 の 福 音 主 義 の 世 界 的 躍 進 の 一 因 は 、 「 堅 固 な 神 学 的 学 識 と 福 音 の 使 信 の 社 会 的

貴女吟φ ｌｉか（俗
２
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で ７ り ｊ ， 。 岬 ？

適用への献身に裏打ちされた」指導者たちの活躍にある。（マグラス、前掲書）
に

に住み、誠実をｊ日本福音同盟編）

丿 〃 - ●

， ゝ

● ● - - ● - ・

てｌｉｌ；しｋ福

、みこ；赳右；；衷永られ、ヌにと ｆ`` め

、、汲虹

Ｗ 心
」と言う標語が、同盟教団ｉヌモヌ：ラ゛ｉ・マ、

Ｊ Ｗ Ｗ ミ
- - Ｗ 皿

， ， ‘ ｓ 四

心のない福音派ではなく、知的誠実さ句作興昭する福・ｉｌｉラ１！１１としての「新福音
ｉｉデ双５ｉｙ＝ａｌんぼ垣こぞ司涸庵生麦ｊミ圧宣教師たちが多・く１１１１百二神学校、主義」が戦後デＬ刃

各種伝道者養成機関を新設した。（舟喜信
また、戦後日本に設立された多くの教会、教白ｒ教派揉畑沁訓歯皿った

者たちこ餓とｙう共；ｉａ１胞｜：濃でｊｌ！き。！れた：２１９５９年、白教百年記念聖書信仰
運動が契機となって、翌年日本プロテスタント聖書信仰同盟ぷダぴが設立され、日本の
福音派の結束が強められて行くことになった。
このように、ｊ璽ｊｉｊｋ釦に立つ牧師、伝道者の養成は、困難な時代を切り開き、或いは

豊かな
ある。
神

たらすために必要不可欠な重要課題である。献身者を産み出す必要が
ｊＭｉ；’ミ‾若い

--ＷＩ■・
「 日 本 と ア ジ ア と 世 界 に 仕 え る 日 本 同

或いはモットーのようになっている。恐らくこれは１９９１年ｌこ。塩原で開かれた第３回日本伝

＝ つ の 宣 教 の ピ ジ ョ ン が 同 盟 教 団 を 一 づ

． ＿ ▽ で ’ ・ ’ ̈ ゛ ｀ ゛ ’ … … 一 ’ ・ ’ ‘ ‥ １ - ヽ ・ ヽ … … ７ ” ゛ ” ・ ・ ヽ ’ ｀ ’ ‘ - 一 ‥ ｀ ‥ ‥ ｀ ̈ ｀ ｊ

宣 教 を ｀ ？ ５ 、 と い う
Ｐ - ● ～ 、 - ． ．

一
団に国外宣教．６・１１没置され穴ニ．＿、．１領知胞頁は、まだ

１。国外宣教と国内伝道-ｗｗｍ㎜ｗ-＝ｗ-
同盟教団は国内伝道と国外宣教を連回ｌｊｉ６ｉのようにして伝道に励んできた。同盟教

ｌ：．宣教協力を励み進める
！慰闘回奮ニ２に２５１１：ねてきたもうこ？ｊ９要因が．噫ｊ１４ｊｉｊみＪである．

フラご゛／こ・-ｒン
られて生きる者とならせていただきたい。-

９；離されるだけではなく、むしろｚ？ゝこ遣わ麹７！、た虹
ぺ乏浸必証又としての務めを受けています。そのため

９ Ｊ と 表 現 し て い る 。 そ の よ う に 、 ； ｌ ｉ ｌ Ｅ Ｉ ま ｌ に 敬 虔 主 義 の 信 仰 に 生 き た 人 。 Ｆ み と ／
。ｌｙ７Ｓ７ごぶこ１２ ‘ こ１ニ ‘ ‾‾ ’ ｌ、＿＿。」．ｌ．～゛゛゛‾゛゛ ‘ ” ゛゛｀ -｀ ’ ヽ ’ - ‘ - - 一ヽ -～ - -一一＿。一二一-

いうことになる。現在の福音主義の主な歴史的起源は３つある。１６世紀の行

２．一人一人がみことぱに生きる
福音主義の信仰を突き詰めていけば、神のみことぱを信じ、信ｊＬニる辿玖にＪ鯉Ｊ？．弘⊆よ

京基督教学ｌ漂ＪｔｌＪｒな溜１？ｉｉｙ４？・-＿ごｒ二二二ご二二--ご--------（ノ
に過去の同盟教団との歴史から見て、同盟教団と深い関わりのある神学校である東

ければ、明日の神学校もなければ、教会知匪火彭；、Ｔ（も過言で佳？ａをＪ？。
を背負って立つ献身者を養成するという共通の目的に立って、協力しな

をもって京えることも重要である。神学校と福音主義にたっ諸教会
が若いべ
Ｍ

は 、 明 日 の

３



． - 。・

』論議の云こニぎユ日。本、アジ｀；り；１７して世界ｆｒゝＪ。４こ由、来して！、恣と思う。。一
この伝道会議のテーマについて、舟喜信師は先ほどの本の、「グローバルな時代の世

界と日本」の項目の中で、こう書いている。「『日本、アジア、そして世界へ』この標語

゜ ’ ２ 虚 じ こ Ｃ Ｉ い ま す 。 」

み粛す。」，

などの青年伝道、社
っている迫害に対す -

通 して

＜みことば＞
Ⅱテモテ４：１，２

ｎＦ‘ず弗路ｅ・４細命づ４；
二ら鯖、鋤・

その現われとその御国を思って、
時が良くても悪くてもしっかりやり
また勧めなさい。」

御ル・゙ ｌｊ９此；ｓ゛ へ

感じてい この

／

則ｒかｐｆヽ１々

４・ｌ・私ろ瓦

ｌｌ？サ察叫⊃
ｊ

が 意 図 し た Ｆ Ｉ 標 ｀ 成 の た め に 、 こ の 順 序 を 逆 転 さ せ て 考 え る 必 要 ４
ぶ海ーｊt:wwＸ.’゛Ｕ｀一、｀¶ｒ４４心

標 語 は 常 、 に 考 え 、 ｉ だ ’ １ １ 泗 ３ １ １ １ 涜 薯 固 め て 、 そ れ か ら ア １ へ、世界へと働き

匹 ｆ ． ． ．
● ● 二 り Ｓ Ｗ ■ Ｊ - - ＆

- Ｊ ●

● ． - ● ● ｓ ょ ’ ゛ ミ ４ ・ ａ 二 ａ ｆ ． ． ． - - ． ． 「

こ の 新 た な ビ ジ ョ ン の 達 成 ？ た め に 祈 り つ つ 、 鉦 ｉ Ｑ 函 漱 鋤 召 巨 召 り 蛸 １ １ １ ９ ｔ Ｌ
- ． Ｓ Ｌ ミ ｊ - ． ｊ ｋ - ＿ ． ． ・ ミ ａ ＿ 之 ． - ミ - - ～ 一 一

な が ら 、 そ れ ゛ が ｀ か ぶ れ １ た 地 補 教 会 に 仕 え さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す’ニ～-’-` ぁ‘４ｊｔニ--ｙ・ｊ-ａａＪ４-４ｓ●●～-ｒ９友元-ｖ●‰～ｇＳぁ・．ｆ・りぺり一` ・゙り４≒一．、、．．．．-、．．．ニ外二

（１１万！１１５？；）Ⅲ１、。獅音主義に立つ諸教会との協力
くＩＪ：冰をｉｉｌしてＪ竟鯛慮毘丿晴舎封聚、ｔ；冽晦柿れＴＴＩ；：` いることの恵みは非

常に大きい。教団、教派、教会、或いは協力団体的ＥＡに参加しているか否かで誼１！諮Ｌ
！旦塗藍を２２Ｍ？る。ＪＥＡを通して諸教団、諸教派との幅広い交わりが持てる。一致協力
して行動に当たることもできる。

例？ｉｌぱ、ＪＥＡの？ｌごＥと挿再会を通してなされる活動．考察ｉｉｌ瓦動こよるヽ すっと青山
を通しての自然災害の救済活動、インド・オリッサ州で起こ
吠扱のための募金活動等‥・。

教会との連携、アイデンティティ

プロテスタント１５０周年記念大会の問題‥・どこで線を引くのカ政一
-

ヽ ，

「神の御前で、また、生きている人と死んだ人とをさぱかれるキリスト・イエスの御前で、

。みことばを宣べ伝えなさい。
寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、
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勿魁．釦１；Ｘ・嫌４；ｙ・な４ｒ`３わたしたちの信仰告白-わかりやすい解説書加ぷ
４ 教 会 員 の 手 引 き 一 半 祠

５ 式 文 ｀

すべて日本同盟基督教団発行

日 本 同 盟 基 督 教 団 ９ ０ 年 の 歩 み （ １ ８ ９ １ - １ ９ ８ ０ ）■-ｒ「」--９゙ ・
２（て械ｊｉｉ規解ｉｉｉ-わたしたちの教団と教会-
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タ慧

１`

本教団は、イエス・キリストを主と仰ぐ公同教会であって、教憲及：
び教規の定めるどころに従って、主の体なる公同教会の機能を：発揮｜

ｉ し ヽ そ の 存 立 の 使 命 を 達 成 す る こ と を も っ て 本 旨 と す る ・ ｜
Ｌ ’ ‘ ゛ ゛ ゜ ” ’ ゛ ゜ ’ ｀ ゜ ’ ‘ ” ” ” ” ’ ｀ ‾ ” ” ’ “ ゛ ゛ ７ “ ’ - ” ’ ｀ ” ’ “ “ ゛ ’ “ “ ゜ ” ゜ “ ’ “ ’ ゛ ゛ ’ Ｉ

１ ． 「 イ エ ス ・ キ リ ス ト を 主 と 仰 ぐ 公 同 教 会 」

公 同 教 会 と は 、 教 会 の か し ら で あ る イ エ ズ ・ キ リ ス ト の も と に 集 め ら れ た 群 れ で

あ り 、 場 所 、 民 族 を 越 え て 、 歴 史 と 世 界 の 全 体 を 包 含 し て 存 在 し て い る 一 つ の キ リ

ス ト の 教 会 を 指 し ま す 。

同盟教団は、その 教会に属する教会の一団であると理解します。公同教会に
属する教会の一団としての同盟教Ｅｎは、全世界に広がっている普遍的な教会の一部
分です。
この普遍的な教会は、みことばと聖霊の恵みのみわざによって、キリストに結び

付いているのであって、教会の本質は霊的なものであり、そのすべてはキリストの
みが知っておられます。私たちは信仰によってのみ、それを知ることができます。
こ れ を 「 見 え な い 教 会 」 と も 言 い ま す 。 ノ 二
同盟教団の個々の教会は、見える教会として、ぃ見えないキリストの普遍的な教会

と結び付き、その一部分です。従って、見えない教会と見える教会とは別個ではな
い と い う こ と で す 。 十

２．「公同教会の機能を発揮し、その存立の使命を達成する。」
教会の機能の行使については、第２条の教会の項において、「聖書の真理に立ち、

礼拝を守り、聖礼典を執行し、戒規を重んじ、すべての造られた者に福音を宣べ伝
える。」とあり、見える教会の具体的な在り方を示します。ト
ここでまず、、「聖書の真理に立ち」とありますように、信仰と生活の唯一絶対め

基準である聖書に基づいてなされなければなりません。ニ
１）礼拝を守り、
２）聖礼典を執行し、
３ ） 戒 規 を 重 ん じ 、 Ｔ
４）福音を宣べ伝える。
これらの機能については、後の条項で学ぶことにしますが、これらの中に教団と
して責任をもＴＳ）部分と教会として責任をもつ部分とがあります。そのところでその
使 命 が 達 成 さ れ る わ け で す 。 十 し

-
゛ ： Ｌ -



信 仰 告 白

第２条

- 一 一 一 一

次のとおりである。

- - ’ ゛ - ’ “ ゛ “ ゛ ｀ ‾ １

１

１

１

１

ｆ「

第 ２ 条 「 本 教 団 の 信 仰 告 白 」
同盟教団が公同教会に属する教会の一団であるということは、具体的に何によ

って知ることができ、何よって表すことができるでしょうか。これこそ、最も重要
なことです。それは、私たちの側；むらは「信仰告白」によって表します。

真（７：）信仰告白は、旧新約６６巻からなる聖書に基づいてなされます。従って、ま
ず、聖書の絶対権威、聖書が誤りのない神のことばであり、信仰と生活との唯一絶
対の規範であるとの告白のもとで、三位一体の神、キリストの神人性、唯一の願い
信仰によってのみ救われる。聖霊によって召し出されたキリストをかしらとする唯
一の教会、再び来られるキリストなど、聖書によって示され、また、歴史を貫いて

教会が告白し、守り通してきた基本的な信条を受け継ぎ、それを告白してこそ、教
会の一団としての教団の真の一致と真の交わりがあります。信仰告白は飾り物では
ありません。自覚的にはっきり理解され、教会員の一人一人が「私の信仰告白」と
して告白し、より深く学ぶ者になりたいものです。その学びのために、「信仰告白
解説書」が、教憲教規研究委員会から発行されています。
信仰告白の内容は、原理的には聖書と同等であるべきものですが、神のみことは

としての聖書が、神的起源を持った誤りのない書物であるのに対して、それを告白
する人間の口は完全ではありません。ですから、信条は常に聖書によって正されな
ければなりません。
そこで、あくまでも聖書が基準ですから、私たちの信仰告白の第１は、聖書に関

しての告白となっています。
この告白という聖書のことばが、「全員の一致によって」という意味を持ってい

ますので、信仰告白は自分の口で告白すると同時に、他のキリストにある者たち一
緒に告白するということも意味します。
こうして「聖書信仰」のもとに、教会の一団としての教団が形成されているわけ

です。

- - - Ｗ Ｉ ㎜ - - - - - - - - - - - - - - - - ㎜ Ｗ ㎜ Ｉ - - - - - - - - 〃 - - - - - Ｗ - - - 皿 - ⇒ - - - Ｗ - - - - - - -

１．旧、新約聖書６６巻は、すべて神の霊感によって記された誤りのな１
い神のことばであって、救い主イエス・キリストを顕わし、救いの道｜

を 教 え 、 信 仰 と 生 活 の 唯 一 絶 対 の 規 範 で あ る 。 ：４ ｊ

本教団の信仰告白は、
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２）（（昭和２５年２月２８日第３槌郵便物認可）第２４４号１９７０年１月１日発行世の尤
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ノ１

ＺＩ

は

じ

め

に

新
ら
し
い
年
と
と
も
に
、
同
盟
教
団

の
歴
史
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ン
先
生
が
組
織

し
た
宜
教
団
に
よ
っ
て
伝
道
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
、
七
九
年
目
を
迎
え
た
わ
け

で
す
。
協
会
と
い
う
名
で
、
最
初
の
総

会
を
も
っ
た
の
が
大
正
一
一
年
一
〇
月

で
す
が
、
戦
後
、
現
在
の
教
団
と
し
て

の
形
体
を
も
っ
て
再
出
発
し
、
そ
の
第

一
回
の
総
会
を
開
い
た
の
が
、
昭
和
ニ

Ξ
年
で
、
本
年
は
第
二
〇
回
目
の
総
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
で
い
う
な
ら
成
人
の
年
で
す
。
こ

の
年
、
教
団
が
内
外
と
も
に
整
え
ら
れ

て
、
主
が
敬
団
に
あ
た
え
て
お
ら
れ
る

使
命
を
確
認
し
、
そ
の
責
務
を
は
た
す

も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
「
供
仰
の
立
場
」
と
「
政
治
」

と
「
事
業
」
の
三
つ
の
点
か
ら
、
同
盟

教
団
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

第
一
、
個
仰
の
立
場

「
聖
書
侶
仰
に
立
つ
教
団
」

第
二
、
教
団
の
政
治

「
合
餓
制
に
よ
る
教
団
」

第
三
、
教
団
の
事
業

「
協
力
伝
道
推
進
の
教
団
」

償
仰
の
立
蝸

教
団
の
真
の
一
致
と
協
力
は
、
単
に

表
面
的
な
寛
容
性
に
あ
る
の
で
な
く
、

信
仰
的
な
立
場
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
動
か
な
い
も
の
と
な
り
ま

す。も
ち
ろ
ん
、
同
盟
教
団
は
、
何
々
主

義
と
い
う
よ
う
な
特
定
の
教
理
体
系
を

と
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
旧
新
約
聖

書
を
誤
り
な
・
さ
神
の
こ
と
ぱ
、
信
仰
と

生
活
の
唯
一
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
信
じ
る

正
し
い
聖
書
観
の
も
と
に
、
信
仰
の
純

潔
を
保
持
す
る
と
い
う
意
味
で
の
一
致

で
す
。今

日
ま
で
、
同
盟
教
団
は
こ
の
「
聖

轡
信
仰
」
の
立
場
を
守
り
統
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
た
え
ず
聖
書

に
間
わ
れ
、
正
さ
れ
て
、
こ
の
立
場
を

守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

日
、
聖
書
の
無
謬
性
（
む
び
ゅ
う
せ
い
）

が
疑
わ
れ
、
人
間
の
理
性
が
こ
れ
に
取

っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時
代
に
、

神
の
み
が
最
高
の
権
威
者
で
あ
り
、
聖

宍
に
お
い
て
の
み
、
神
の
み
旨
を
知
る

こ
’
こ
が
で
‘
さ
る
と
い
う
付
仰
の
告
白
に

あ
っ
て
何
を
な
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
聖
欝
信
仰
の
確
立
で
す
。
聖

書
こ
そ
、
あ
・
ら
ゆ
る
時
代
を
越
え
て
変

る
こ
と
の
な
い
神
の
こ
と
ば
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
福
音
の
正
し
い
理
解
、

福
音
の
確
信
に
も
と
ず
い
た
伝
道
、
聖

Ｕ
Ｈ
に
立
っ
た
教
会
形
式
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
秩
序
と
倫
理
が
く
ず
さ
れ
つ

？
の
る
現
代
社
会
の
中
で
、
聖
書
信
仰

の
立
場
か
ら
、
社
会
的
責
務
の
遂
行
を

具
体
化
し
、
真
の
倫
理
に
立
っ
て
戦
っ

て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す、

″
ｊ
ｓ
ｌ
１
９
１
ｅ
Ｉ
ゆ
Ｉ
φ
-
轜
丿
寸
１
ｓ
ｌ
ｓ
Ｉ
４
-
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１
４
Ｉ
・
Ｉ
・
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４
１
１
１
１
１
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１
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Ｉ
９
Ｉ
・
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．
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１
１
１
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ｌ
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わ
た
し
た
ち
の
同
盟
教
団

信
仰
と
組
織
と
協
力

岡

村

又

男

！
｀
ｉ
ｌ
｀
１
４
Ｉ
｀
̶
ぬ
Ｉ
言
̶
．
１
４
１
４
Ｉ
ａ
-
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Ｉ
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ｉ
ｌ
ｇ
’
ｊ
ｌ
Ｉ
″
Ｉ
１
９
１
４
ａ
ｌ
Ｉ
｀
Ｉ
Ｉ
．
１
４
ｊ
ｌ
ｌ

立
つ
も
の
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
責
任
は

璽
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
聖
書
信
仰
」
の
立
場
が
、
″
そ

う
で
な
い
も
の
と
の
理
論
的
対
立
点
か

ら
の
み
、
強
調
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
が
単
な
る

思
想
上
の
問
題
で
な
く
、
生
け
る
神
の

前
に
引
き
出
さ
れ
た
人
間
と
し
て
の
、

深
刻
な
体
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
よ
う

に
、
同
盟
教
団
の
信
仰
の
立
場
が
ひ
と

り
ひ
と
り
に
よ
っ
て
神
の
前
に
告
白
さ

れ
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
さ
ら
に
、
一
。
聖
轡
信
仰
」
に
立
つ
わ

ｔ
し
こ
ち
が
、
こ
ｏ
時
代
の
た
だ
申
に

一

合
議
制
に
よ
る
教
団

同
盟
敬
団
の
性
格
が
問
わ
れ
る
と
き

教
団
な
の
か
、
連
盟
な
の
か
と
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
単
な

る
連
盟
で
あ
る
と
は
慰
い
ま
せ
ん
。
教

憲
の
第
三
条
に
よ
る
な
ら
ば
Ｉ
。
合
議
制

に
よ
る
教
団
」
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。

教
会
は
、
本
部
負
担
金
と
か
代
議
員

の
数
と
か
言
っ
た
法
制
的
な
意
味
で
い

ち
お
う
、
大
小
の
区
別
が
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
便
宜
Ｅ
ｉ
ｏ
Ｗ
　
５
　

htp://www.ｌｉ１
　　１２１１１ｌｉｌしてＥＵ
　ｌ１１１１ｊ３１１ｔ
　０１

ｎ

、

い

な

か

Ｎ

差

別
は
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
質

的
に
は
各
教
会
は
、
ま
っ
た
く
平
等

で
、
閻
一
円
周
の
上
に
立
つ
同
格
の
も

の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
教
会
の
大
小

が
発
言
力
に
え
い
き
ょ
う
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
な
り
ま
せ

八゙Ｑ
り
合
議
制
に
よ
る
教
団
」
と
は
、
各

教
会
の
主
休
性
を
重
ん
じ
つ
つ
、
教
団

総
会
を
址
鳥
の
決
議
機
関
と
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
団
総

公
は
、
小
な
る
教
会
迎
合
大
会
と
考
え

て
は
？
り
ま
せ
ん
。
主
体
性
を
重
ん
じ

ら
わ
て
い
る
教
会
か
ら
、
代
議
ほ
が
遡

出
さ
れ
、
総
会
を
も
つ
わ
け
で
す
。
そ

こ
に
は
、
総
会
に
お
け
る
代
議
員
制
の

正
し
い
理
解
が
必
嬰
で
す
。
総
会
に
は

各
個
敦
会
が
王
体
性
を
も
っ
て
、
積
極

的
に
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
な
ふ
な
い
は
ず
か

な
、
「
埋
小
公
は
総
会
の
決
議
ｍ
Ｐ
ｊ

に
我
意
お
よ
ぴ
教
規
の
定
め
る
叫
に
し

た
が
っ
て
’
一
教
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
わ
け
で
す
。

教
団
内
で
、
各
個
教
会
の
主
体
性
を

重
ん
じ
、
そ
の
自
主
性
を
認
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
放
任
主
義
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
し
、
各
教
会
の
自
治
と
と
も

に
、
教
団
に
対
す
る
責
任
を
も
持
つ
と

い
・
っ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
ゆ
う
ぷ

ん
な
合
議
と
総
会
の
決
議
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

協

力

伝

道

同
盟
教
団
の
伝
道
を
考
え
る
場
合
、

伝
逗
の
姿
勢
は
、
開
拓
者
に
学
ぶ
と
こ

心
が
多
く
あ
り
ま
ず
。
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｄ
ｍ
ｍ
１

仰
」
に
立
つ
限
り
、
い
か
な
る
人
と
も

協
力
し
て
、
伝
道
に
当
る
教
団
で
す
。

七
か
し
今
日
ま
で
の
「
協
力
伝
道
」

を
考
え
る
と
き
、
教
団
と
ミ
ツ
シ
ａ

ン
、
ま
た
教
団
と
各
個
教
会
と
の
あ
い

ま
い
さ
が
、
い
つ
も
問
わ
れ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
［
國
外
伝

道
が
叫
ぱ
れ
て
い
な
が
ら
な
か
な
か
具

体
策
が
出
せ
な
い
と
か
、
教
団
レ
ベ
ル

で
の
開
拓
伝
逆
が
な
さ
れ
な
い
弱
さ
が

残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
題
の
明

確
な
解
決
が
な
い
限
り
教
団
と
し
て
の

伝
道
叩
業
は
、
串
な
る
思
い
つ
き
や
、

申
し
合
せ
程
唆
の
剥
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
伝
道
資
金
に
お
い
て

・
も
、
教
団
に
余
裕
が
あ
っ
て
お
こ
な
う

の
で
も
な
く
、
ま
た
、
外
川
か
ら
の
援

助
に
よ
っ
て
ね
こ
な
う
の
で
も
あ
り
ま

せｌｊｉＥＷ９ｉ
　１１
　ｉｌ
　　１０ｌｌであってｌｉｌ
　３１１
　ｉｉｌｌ
　１１
　ｌｉｌ

ｔＨ１
　１１１１
　０１１１２１１１
　０１１４１４さけ合いによ０

Ｏ
ｔ
Ｍ
Ｉ
ｌ
　
わ
け
で
す
。

教
団
Ｎ
ｍ
ｔ
こ
そ
の
具
体
的
々

朕
開
は
、
　

　
Ｈ
年
伝
道
一
に
よ
っ
て

自
主
的
に
整
え
ら
れ
て
い
く
よ
う
で
す

が
、
今
後
は
残
さ
れ
て
い
る
あ
い
ま
い

さ
を
解
決
し
、
財
務
面
の
改
革
に
よ
り

て
、
さ
ら
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
、
貞
の
協
力
伝
道
は
推
進
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
福
音
の
前
進
と

神
の
栄
光
の
た
め
に
、
同
盟
教
団
の
一

致
と
協
力
の
問
題
で
す
。
こ
れ
を
真
に

哭
現
さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
は
、
聖
霊
の

働
き
で
す
。
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
も
、

神
と
共
に
働
く
者
と
し
て
、
祈
り
つ
つ

聖
轡
と
聖
霊
に
み
１
、
）
か
れ
な
が
ら
、

自
か
ら
に
与
え
ら
れ
た
責
務
を
は
た
す

ＷＵｍＲｊＬＮ
　　１
　１ｊ
　ｊｉｌｌｌ
　ｉｌｉいまず。

ｆ べ ー


